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コロナで破綻する病院があってはならないコロナで破綻する病院があってはならない

　伊藤岳参議院議員は、新型コロナウイルス感染
症で深刻な影響を受けている病院の実態を示し、
減収分の補填を求めました（6月 2日 )。
　この質問に先立って、首都圏の病院関係者から
寄せられた声は大変深刻なものでした。「埼玉県の
Ａ病院。四月度の収支で事業収益が前年同月比で
一億四千万円の減収、一六％減となりました。こ
の減収規模は一年間の利益分に当たるそうです。
病院長さんは、これまで経験したことがない事態
が起きている、このままでは資金ショートする、
真水が欲しい、この認識を政府にも共有してほし
いと切々と話しておられました。この認識を共有

して対策に当たるべき」と現場の声を厚生労働省
の担当者に直接ぶつけました。
　厚労省の吉永和生審議官は「コロナ患者対応の
病床を確保するために休止した病床も支援する方
向」と答弁しました。引続き医療機関を守りぬく
ために奮闘中です。

収入減の補填も行っていません。
　伊藤議員の質問に厚労省吉永和生審議官は「休
止した病床も支援する」と答弁しましたが、示さ
れた通知では、引き続き空き同数の病床を確保す
ることなどの条件が付けられています。医療機関
を守り抜くために引き続き奮闘します。

病院関係者から聞き取りを行う塩川・伊藤・梅村各氏 (5 月 23 日 )

　伊藤議員はまた、特別定額給付金の業務を民間委託
する自治体で、住民から「振込口座など個人情報を民
間業者に伝えたくない」との声が上がっていることを
紹介し、実態調査を求めつつ、自治体窓口での現金受
け取りは可能かと質問。これに対し、総務省の前田一
浩審議官は「窓口においての支給もできる」と答弁し

ました。相談が寄せられていた日本共産党所沢市議団
では、この答弁を市に示し、市役所窓口での申請・給
付を認めるよう 6 月議会で質問。これをケースによっ
ては認めるという当局の答弁を引き出しました。伊藤
議員と市議団との連携、素早い対応に「さすがは共産党」
との声が寄せられています。

病院に減収分の補填を/参議院総務委員会

新型コロナウイルス対策

通常国会を終えて
　初めての長い通常国会。埼玉の声、埼玉
の痛みを届け、その声や痛みが通る政治
を！の決意で駆け抜けました。
　しかし、大穴があき、スピードの遅い安
倍政権のコロナ対応。どさくさに紛れて、
黒川東京高検検事長の定年延長問題も浮
上。「持続化給付金」事業では、幽霊会社
に 769 億円で委託し、うち 749 億円が
電通（アベお友達企業）に流れるというと
んでもない仕組も明らかに。「私物化政治
極まれり」です。
　夏、秋のたたかいに全力を尽くします。

　　伊藤　岳

所沢市議団と力を合わせ
　　　　　　　・・・特別定額給付金の窓口受付を実現！


